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インターバンクの声 （2016 年 5 月 24 日） 
 

週明け東京市場のドル円は、１１０円台を保っていたのは朝方の短時間だけで、仲

値公示後に一旦１０９円６０銭台まで下げ、その後、１１０円近くまで戻すも、午後の

途中からは１０９円台中盤の取引が中心となった。ロンドン、ニューヨーク市場では、

もう一段ドル売りが進み、ニューヨーク市場終盤では１０９円割れもありそうな水準ま

で下げた。先週の４月の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨公表後は、６

月か７月の利上げの可能性が高まったとしてドル買いが進みやすくなったが、週明

けは再び円売りのポジションが膨らんだことへの警戒感もあってか円買い傾向に戻

ってしまった。仙台の主要７ヵ国（Ｇ７）財務相・中央銀行総裁会議で、日本が主張

する為替介入に対して米国から改めて牽制が入り、円買いリスクが減ったことも円を

買い易くしたようだ。米地区連銀総裁の講演が続く今週だが、初日のウィリアムズ・

サンフランシスコ連銀総裁の「年内２－３回の利上げがほぼ適切」との発言にはもう

少し反応しても良さそうだと思ったがほぼ無視された。やはり今週はドル売りで良い

ような気になってしまう。 
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